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いまこそ、ゆるがぬ平和を世界と日本に 
・ロシアは侵略をただちにやめよ！ 国連憲章守れ！ 

・敵基地攻撃・大軍拡ノー！ 憲法９条守れ！ 

・軍事同盟強化でなく、東アジアに非核平和の流れ広げよう 
 

＊第２回実行委員会で確認された今年の大会の基本スローガン 
 

14 日午後、今年の日本平和大会の第２回実行委員会がオンラインで

開催され、9 団体 12人が参加しました。 

会議は、東森安保破棄中央実行委事務局長の開会あいさつのあと、

「成功めざすよびかけ」（別紙）と今年の大会スローガン、獲得目標を

討議。続いて参加形態と都道府県実行委員会への参加要請数、予算、

さらに大会のプログラムと企画案とその分担等を検討しました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 参議院選挙については、各団体で討議が深められていると思います。結果は、与党が多数となり、

改憲勢力が参院でも議席の３分の２以上を占めることとなりました。１人区での市民と野党の共闘・

野党一本化が、前回、前々回の国政選挙より限られたものとなり、共闘の再構築が政治闘争の分野で

は課題となっていると思います。こうしたなかで、「オール沖縄」が再選されたことは、９月の沖縄県

知事選挙への重要な到達点ともなりました。 

 岸田政権は、大軍拡や改憲を正面に押し出し争点にして選挙をたたかったわけではありません。し

かし、この秋に敵基地攻撃を含む防衛３文書の改訂や大軍拡に踏み込もうとしています。８月末には

概算要求が出てきます。改憲・大軍拡を阻止するためには、これまでのたたかいの延長ではなく国民

的な大運動が必要ではないでしょうか。 

当面、９月の沖縄県知事選挙が重要となっています。辺野古新基地建設阻止、沖縄をふたたび戦場

にさせないことを掲げる玉城知事の再選のために全力をあげましょう。 

他方、新型コロナの先行きを見通すことは困難で、参加形態や参加組織で難しい対応を求められま

すが、この秋の重要なたたかいで、地域に運動を広げる契機としても大会を成功させましょう。 
 

東森安保破棄中央実行委事務局長の開会あいさつ（要旨） 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■会場 

 多摩永山情報教育センター  
 東京都多摩市諏訪 

詳しいアクセスは、会場のHPを参照 

  して下さい。 
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■参加形態 リアル参加・・・関東甲地域から 400 人 
 

オンライン視聴会・・・全国500カ所以上で2,500人 
  
 今年の開催形態は、多くの人が参加できるようオンラインも併用します。 

同時に、コロナ禍の収束が見通せないもと、確保できている会場条件（ホールの定員が 800 人）を

ふまえ、リアル参加は 400 人とし、対象地域は原則として関東甲とすることとします。 

オンライン視聴会は、参院選の結果をふまえた秋の運動の重要性から、昨年の 300 カ所以上を超え

る 500カ所をめざします。 ★都道府県別要請数は、別紙の通りです。 
 

■参加費 今年は視聴会参加者から参加費をお願いすることとします 
 
 今年の大会は、リアルとオンラインの併用ですので、会場費がかかります。そのため、オンライン

視聴会に参加する方にも参加費の負担をお願いすることになります。 
 

▼リアル参加費 １人 2,000 円 
 

▼オンライン視聴会 １会場当り登録費 1,000 円（700 円）、参加費１人＊＊＊（300 円） 

＊参加者にお願いする参加費は、会場費等の条件が様々ですので、視聴会主催者で決めていただ

きます。 
 

▼オンライン個人視聴 登録費 700 円（500 円） 
 

注）オンライン参加の場合、開会・分科会・閉会それぞれに登録費、参加費等が必要です。（ ）内

の額が、中央実行委員会に納めていただく参加費。今年は、参加登録は都道府県実行委を通じて

行い、集金も都道府県実行委を通じて行います。 
 

■日程と企画案 
 

▼１１月２５日（金） 

午後 横田基地調査交流行動 
 

▼１１月２６日（土） 

10時～12時 開会集会 
主なプログラム （案）：開会あいさつ、来賓あいさつ（立憲野党、自治体首長）、海

外からのあいさつ、主催者報告、横田・関東から見る日米軍事同盟・基地強化の異

常と市民の運動（映像・スピーチ構成）、全国各地の運動の交流、文化企画 

13時半～16時半 シンポ・分科会（タイトルは仮） ①はオンライン配信（ほか検討中） 

①シンポ：ロシアのウクライナ侵略と平和なアジアと世界への展望 

②敵基地攻撃・大軍拡を許さない運動の学習と交流―暮しの問題と結び 

③沖縄、馬毛島、首都圏、全国の基地強化反対の運動交流 

④日米地位協定と私たちの暮らし―抜本改定をめざして 

⑤戦争する国づくりと子どもたち―自衛隊の人権侵害と自衛隊募集問題を中心に 
 

▼１１月２７日（日） 

10時～12時 閉会集会 
主なプログラム （案）：トーク安保発効 70年特別企画「本当に日本は日米軍事同盟

の下で平和だったのか？どうすれば軍事同盟でない平和の道を開くことができる

のか？（仮）」、各分野からのリレートーク、行動提起、閉会あいさつ、文化企画 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★オールオンラインとするかどうかは、次回実行委員会 （8/18） で判断します。 

オールオンラインとなると、参加費等を再検討することとなります。 


